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はわかりません。しかし確かなことは、今日一

偶然がほほえみかけるのは、忍耐強い研究と

執#幼な努力によって発見に準備のできた人間

に対してだけであるという小実です。J

Pasteur Vill lery-l{,ad()tの苫書に記さ
れています。 「ペニシリン」の発見者「フレ

ーミング」、夢のI I:Iで「ヒントJを得られた

日本妓初のrノーベルレクチ”一』湯川教

授．更には庭を見て「ヒントJを得られた数

雲解析者で「フィールド」賞を受けられた広

中教授、 「江崎ダイオードJを世に出された

江崎氏も又同じ様な駆象を活かされたと理解

しています。過日「ガバナー』は当rクラ力

で日本のRotaryは優等生と言われましたが．
その裏返しは皮肉な見方をすればRIの「イ

エスマン」で主体性がないと言う事にもなり

かねません。毎年IM 1会便はそれそ．れもっと

もらしい『ターケット」を示し‐在任中に何

か業績をと色左なI)roj<>kLをされていますが、
いたずらに不和闘同すること産<、その良き

を採り十分同化し着実に一歩一歩前進させ、

しっかりした『バックボーン」を持つ事が今の当

「クラブ:』には最も必要な事に思えてなりません。

◇講 演

“名古屋の水道について”

名古屋市水道局局長

堀内厚生氏 （紹介渡辺君）

◇.“奉仕の理想”

◇出席報告

会貝 57名 出席42名

出席率 7368船
前回 11月11日 （修正出席率)98.25%

◇ビジター紹介 6名

◇お誕生日祝福

加藤(大)君(11/14)

◇ニコボックス

渡辺辰夫君ご多忙のところ、水道局長さ

んにおいでいただきありがとうございました。

小笠原清君ゴルフ会、再三欠席申し訳あ
りません。

水野賀続君堀内水道局長さんをお迎えし

て。

鈴木正男君オーストラリア・メルボルン

でI淵催のアジア太平洋会計士会議に、去る6

日家内同伴で出発し、ニュージーランドをま

わって、 16日無事帰ってまいりました。

新美 敢君ゴルフ会で優勝しました。

加藤大豊君誕生日祝い。

大谷和雄君結婚記念日祝い。

◇堀江SAA報告

1． 本日例会終了後、指名委員会を開継いた

しますので、指名委員の方は、 2F橘の間

にお集まり下さい。

2．次回例会終了後、理事役員会を開催いた

しますので、理事役員の方はお残り下さい。

3． 娠末会員・家族懇親会（12/13）のご返事

がまだの方は、事務局までお知らせ下さい。

4~ ロータリーの友11月号がきておりますの

で、お帰りにお持ち下さい。

◇加藤(敏)会長挨拶

免疫学研究に関する基礎を築いた「パスツ

ール」は数多くの示唆に富んだ言葉を残して

いる。 「文明が誕生するにあたって偶然の果

した役割がどれほどのものであったか、私に
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たしました。水道と縁の深い千種区にはこの

ように多くの記念すべき施設があります。

名古屋の水道も現在99.8妬の高普及率と葱
っております。こうした状況下． これからの

水道のあるべき姿はどうかという点に触れて
みたいと思います。その第1は安全葱水道で

あります。地震はもとより、渇水といった異
常事態にも安定した給水老し、 ライフライン

としての水を給水できる水道をつくることで

あり．ます。その第2は安心して飲める水道で

あります。水道水の中の塩素はガンの原因に

葱ら葱いかとか、水源の水の中にダイオキシ

ンが混在していないかとか心配される方があ

ります。分析技術の進歩によっては、更に有

害な物質が検出されるかも知れません。しか
し、 これに対処できる施設をつくらねばなり

ません。第3はおいしい水の供給でありまし

ょう。生活水準の向上とともに需要者のニー

ズも多様化し「おいしい水」の供給への要請

が高まっております。異臭味のある水等の供
給は水道に対する信頼感を損うことにもつな

がりかねませんので．今後も技術開発に努め

「おいしい水」の供給を達成することが大切

です。高普及時代を迎えたとはいえ、 このよう唾

大きば課題を抱えた水道事業を21世紀を迎え
すばらしい事業とするために問題解決に向け

て努力を重ねて参る所存でございますので皆

様方のご理解とご協力をお願い申し上げます。
第39回ゴルフ会成績

（葛城C.C. 11/13体l)

BANK NAME OuTINGHtpNEr

優勝新美 敢48 52 90 26 74
準優勝松居敬二 40 39 79 4 75

3 位安藤銀之助 48 47 95 19 76

5 位鷲野義明 45 50 95 13 82

B B谷口暢宏 51" 101 16 85

（参加者 8名）

第17回夫人ゴルフ会成績

RANK NAME OUpINGHtpNFT

優勝谷口尚子 58 58 116 36 80

準優勝安藤菜知子 63 58 121 36 85

3 位小林照子 56 63 119 32 87

次回昭和62年1月22日附10:30スタート

多治見C.C. ふるってご参加下さい。

◇次回例会（11月25日）

講演 趣東海大地震はなぜおこらぱかつた力丑,

－備えあれば憂い唾し一

元名古屋市熱田図書館長

正村史眼氏 （紹介加藤(正)君）

◇次々回例会（12月2日）

国際センター特別職員

アンジェラ・ボルペ さん

（紹介深見君）

名古屋市の水道は給水開始以来72年に葱り

ます。給水開始当初は．給水人口も25,000人

足らず．一日の最大給水型も16,000”程でし

た． しかし現在では給水人口は市外も合せ、

216万人に達し．給水型も夏場には一日116

万"も給水しております。この70年間を振り返

りますと‐水源である木曽lllの清流と豊かぽ
流れに恵まれ､市域の拡大と人口の増加、経

済の発展などに対応し、増加する水需要のた
めの施設の拡張の歴史であったと言えます。

現在給水能力は一日当り1,424,000溌となり、

当面の水需要には充分応えられる状況にあり
ます。

名古屋の水道は世界の大都市の中でもすぐ
れた水道であるとの評価を受けております。

その事例を述べてみますと． まず木曽川を水

道水源としたことであります。明治36年愛知
県技師上田繁郎氏が研究を重ね．外国人も発

想しなかった．水源を木曽川とする水道布設
案を報告し、幾多の曲折を経て明治42年、現

窪の千種区田代町にある東山配水池において
起工式が行われたのであります。 これにより

今日の大名古屋市の基盤ができたのでありま

す。また木曽川を水源とする効用は「水遺」
のみ厳らず「水質Jの面で特筆すべきであり

ましょう。それも取水地点嘩犬山町犬山橋下

流に設けたことに深い意義があります。

さて．水道と千種区とは創設の起工式を区

内東山配水池で挙行した深い絆がありますが．
その外にも新旧を問わず．水道の記念すべき

施設があり． その第1は鍋屋上野浄水場で本

市の最初の浄水場であり、敷地面積はナゴヤ
球場の12倍、緩速ろ過池が14池、創設当時の
面影を残しています。また場内にある英国製
赤レンガ作りのポンプ所は、東海の名建築物
にも葱っています。第2は東山配水池と給水

塔であります。田代町四観音道東にある両施

設は千種区でも最も高台にある施設です。配

水池は全部で5池あり60“O瀧の水を貯えて
います。給水塔は、昭和5年に建設したもの

ですが高さ27漉、 300㎡の給水槽を持ち．地

艘の際などの応急給水装置と唾っています。
最上部は展望台となっており、 テレビ塔とほ

ぼ同じ高さで市内を一望できます。第3は

r水の小径」でありましょう。鍋屋上野浄水
場と天満緑道の間、約200"zを、名古屋の水

道通水70周年老記念し、一昨年整備したもの
です。北端に『水源池広場」 、南端に「浄水

場広場』をつくり、二つの広場を水の流れで
結んだものでありますが、子供達にも大変喜

ばれております。今年8月1日の「水の日」

には、水源池岩屋ダムのある岐阜県金山町の

町長さんを初め40人憩御招待し、西尾市長と

もども交歓会をこの小径で開き、水に感謝ぃ
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